
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

【『IEA斗旧ロ

露薑謹薑
「砿に火品旧ＩＤ

謹薑謹薑

注阯淡当する＝には．レ印を記入してください．特走りJ粟者以外の、梨行の〃}池印⑪記入は不要でず．

２F艦IIB年度一とは計り､ｎｍの耐年度を．「同標GIz庇」とは計lhiM｢1Wの船終年度を．rfu告（'二度一とは３１悶期､lのうち、今回栩併0〕対象と鉱るｲI&度をいい支寸、

３Ｆ４１乗所等ＩＭＩ艇分一とは京部府内の$｢蕊所鱒の４J喪活動のためのエネルギー鋤使111に伴い犯11§す箔凪宝効隈ガスを、「柏送,l【両俳ⅡI区分」とは｢I動,I【運送卵巣行については侠川,ﾉ>本拠の位倣を戒ば１Ｗ内とする
IIq両の排lⅡする泌窺効果ガスを、住iii邪菜有については係村する貨物11【両又瞳旅客１１〔i[iの排IHIするin証効果ガスを．「その他排出侭分．とIユヒ記以外の京師府内に総け愚21J楽所等の叩蕊活動に(1tしb兜４１:する凪菰
効果ガスＥいい没す．

４「原11t位当たりu､沮誕効果ガス排IMI等」の「1N途区分一に1t、○Ｃ｣二喝、⑪務所虻竺Ｕ〕Ⅲ途を妃入してください「厳111位の柵標一にIﾕ、分子の「二健化炭衆I自陣．の「に分母となる術橡（生産数ｎ．延べ床
面椚、遊行距慰等）を記入してください．

５￣その他の地球遡囮化対篭による泊寵効HLガスのnIliifHl等」のうち「森林の保全及び恢伯．の「目標11:血（計聞）」楓には計闘mIIUKI1の目標⑪隅計を、「捌告lIZ度（突敏）」桐には突綱の隅訓を記入Ｌてくださ
い炉

６￣特記率、」には、平成２年度（１９９０年度）を鵬準とした排H1風の対比や、街エネ楓品開発など他fiの温室効果ガスl』HIjnII城への貢献、グリーン調逮の擁lⅡ、特定フロン江どの条例lIi定外のiH室効果ガスの
削減などを記入してくださbb-

住所（法人にあ９
ては、塩たる堺務

所の所{E地）
束〕j(都千代田|X二審町８－８

氏名（法人にあっ
ては．名称及び代
我替の氏名〕

株式会社セブンーイレプン・ジャパン代表取締役井阪隆一

事業者の主たる

業櫛 小売業（コンビニエンスストア）

該当する邪業者

要fI： Ｅ京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第１帯骸当事業者（大規模エネルギー便ﾊ|事業者（原iillに換算してＬ500キロリットル以上））

届
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模迎送事業者（トラック又はパス100肯以｣名／タクシー150台以１２／鉄道
H1[両150両以上）

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排Ⅱl事業者（二酸化炭紫に換算して3,000トン以12））

ilf画期間 平成２０年４月～平成２３年1１月

基本方針
店舗（ＦＣ店・自営店）の便)11エネルギー（原単位＝年間１店舗l1Ti当たり）の効率改善による便Ｈ１電力散の削減、及び地低事務所の温暖化防止の蒋発
による温暖化ガス靴の削減を行う。

推進体ＩＩｉ１ｌ 各部門及をメンバーとする環境対策プロジェクト会瀧に基き、環境対策の進捗確認と環境負荷の低減を図る゜また、川M1１店に対してもさまざまな機会を
通じて環境への取り組みの情報発信と徹底を図る。

環境マネジメントシステム名称 独自マネジメントシステム導入

適用範閉

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
砥の状況

年度

平成21年度

設備．対象、工程等

店舗（l1aIV小冷凍
冷蔵設備・空調）
及び営業jl1il〔111J

措囲内容

(店頭看板等へのＬＥＤ照UI採川、冷凍機廃熱を利１１]した給湯器の採ｌＷなど〉
･環境配腫型店舗の出店
･営業Dに鰯へのプラグインハイブリッドli(稼入、低排出ガスiltへの人梼え（Ij-スアップ後順次）

温室効采ガスの
排lllfit等 排Ｈ１区分

Ａ事業所等排(Ⅱ区分

Ａ事業所等排出区分

Ｃ蚤の他排出区分

排出合計

実績に対する自己ilvmi

基準年度（突紋）
平成１９年度
(二賎化ljt衆換１１[）

目標年度（計i蘭）
912成２２年度
(二腫化ljt桑換算〕

烟減率
(計I餌）

報告年度（突紙）
平成工１年度
(二催化ijt粥換算）

地減率
〔実紙〉

9,716.0ｔ IＬ915.0ｔ 22.6％ ｜ｑ850.5t 】1.7％

133.0ｔ 156.0,ｔ １７．３％ 139.2ｔ 4.7％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

｡Ｉ9.849.0ｔ ･２12.071.0ｔ 22.6％ ｡．’10989.7ｔ 11.6％ 

･新規開店により店舗数噌川するも地区事務所・営業JIz雨での排ⅡIは削減。
･１０年１月に環境配慮型店舗を開店。また、店舗酷本投i汁により一用の省エネ化を努める。

原単位当たりの

温室効果ガス排
IHn等

jH途区分 原単位の指標

店舗
二醗化炭紫換算

店IMi而積Ikg-CO2/㎡･年）

二醗化炭素換算

二醗化炭素換算

実統に対する自己評価

蕊i111年度（実紙） l]標年度（計画） jPi減率（６１耐〉 報告年度（実績） 地減率（爽績）

349.0ｋｇ‐CO2/㎡･年 1147.5ｋｇ-CO2/試・年 -0.4閉 347.2ｋｇ~CO2/nf･年 -Ｕ５％ 

附 ％ 

％ ％ 

･店舗而獄lTf当たりの排U｣趾削減に取り組んみ、、原単位当たりの電位便)１１通が減少。
店舗運営時の省エネ啓発継続し、原1M位当たりの排出風|`ｉＩ減に収組む。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減lR等

対策等の区分

森林の保全及び溌備

府内塵の木材のFII用

自然エネルギーをfIUTlした電力
又は熱の11（給

グリーン電力の囎入

家庭における温室効果ガス排出
趾のIIiﾘ城効果分のl1Mi入

削減鼬等合計

目標年度（illilm）

取靴lH等 (二艦化腱崇M1算）

駐個面１１１〉 hａ 吸収鼠 ｔ 

利用皿） m、, 1W減、 ｔ 

蝿faFD kwｈ 1W減皿 ｔ 

熟供給、） GＪ 削減、 ｔ 

剛入1m） kwｈ ､j波風 ｔ 

(剛入風） ｔ (削減皿） ｔ 

．。0.0ｔ

報告年囲 (実紙）

取靴１１軒 (二鹸化炭衆檎算）

轆鯛而柵） hａ 吸収、） ｔ 

利1W亜） ｎｌｏ nⅢiNMd） ｔ 

光砒、） I(wｈ nll拙趾） ｔ 

熱供給趾） GＪ 111減fiI） ｔ 

隅人肚） kwｈ 1M滅陞） ｔ 

(閑人皿） ｔ (171減、） ｔ 

ｏＥｕＯｔ 

差引排111斌

(俳ⅡI合iiI-剛減等合３１）

基鵡年度（実紙）

＊】9,1149.0ｔ

|]標年度（;f画）

'0汁Io3’12,071.0ｔ

墹減率（計画）

22.6％ 

報告年度（実績）

I,Il-io51１ｑ989.7ｔ 

墹滅率（突統）

１１６％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

･温室効果ガス排出樅付きエコパッグの販売・京都都心部グリーン配送への脇ﾉ｣
･環境省及び京郁市の呼びかけによるライトダウン・キャンペーンへの参加
･セプンーイレプンみどりの蕊金をi、じた、環境市民団体への助成活iill（助成先別紙

特記事項
･平成22年年１月に環境配慮型店舗として京都出1世稲荷前店を開店（太陽光発電パネル・トッブライト・)KIWIのLED孫Ⅱ]など） 。

･冷凍設備で使用する特定フロンは、設備機器の定期メンテナンス時に獺１１｣の有無を確認するとともに、回収破壊を実施している。
･平成22年３月に京都府の省エネアドバイザー派遣を京都地区事務所で実施。


